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熊
沢
あ
や
り
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
子
ど
も
の
バ
ス
の
乗
降
が

保
護
者
に
メ
ー
ル
で
届
く
シ
ス
テ

ム
の
導
入
は
で
き
な
い
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
神
奈
川
中

央
交
通
と
難
し
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ

り
ま
す
が
協
議
を
進
め
ま
す
。
小

田
急
バ
ス
と
は「
玉
ち
ゃ
ん
バ
ス
」

で
今
後
調
整
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
交
通
空
白
地
区
で
あ
る
本

町
田
で
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
地
元
協
議

会
と
運
行
計
画
の
素
案
に
つ
い
て

お
お
む
ね
合
意
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
早
期
に
小
型
乗
り
合
い
交
通

が
導
入
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と

の
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
問
　
災
害
や
事
故
等
で
電
車
が

不
通
に
な
る
と
玉
川
学
園
前
駅
は
、

代
替
交
通
が
な
く
、
陸
の
孤
島
と

な
る
。
迂
回
ル
ー
ト
等
の
提
案
を

す
る
な
ど
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
山
田
副
市
長
　
バ
ス
に
よ
る
移

動
手
段
や
混
雑
状
況
の
確
認
方
法

を
周
知
す
る
チ
ラ
シ
作
成
に
向
け

事
業
者
と
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

夢
を
持
ち
笑
顔
で 

い
ら
れ
る
ま
ち
に

　

松
岡
み
ゆ
き
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
農
業
を
盛
り
上
げ
る
に
は

遊
休
農
地
を
解
消
し
、
そ
の
為
に

市
全
域
の
農
道
整
備
が
必
要
だ
が
。

　
農
業
委
員
会
会
長
　
農
道
整
備

は
都
制
度
を
活
用
し
て
市
が
行
っ

て
い
ま
す
が
、
農
業
者
の
声
を
聞

い
て
、
さ
ら
に
進
め
て
い
く
べ
き

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
新
潟
市
で
起
き
た
小
学
生

の
下
校
時
事
件
を
受
け
子
供
の
安

全
確
保
の
為
、
警
察
か
ら
不
審
者

情
報
を
パ
ト
カ
ー
で
広
報
し
て
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
警
察
で
適
切

に
判
断
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

随
時
不
審
者
情
報
だ
と
か
、
見
守

り
に
関
す
る
話
を
す
る
場
が
あ
り

ま
す
の
で
、
議
会
で
議
論
が
あ
っ

た
こ
と
も
含
め
お
伝
え
し
た
い
。

　
問
　
子
供
達
を
不
審
者
か
ら
守

る
為
、
集
団
登
下
校
は
可
能
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
学
校
だ
け
で

は
な
く
て
、
保
護
者
の
理
解
や
地

域
の
見
守
り
活
動
の
協
力
の
必
要

性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
施
は
今

後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

都
市
農
業
／
登
下 

校
時
の
安
全
確
保

　

大
西
宣
也
（
保
守
の
会
）

　
問
　
私
の
３
月
議
会
に
お
け
る

発
言
は
差
別
用
語
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
た
が
そ
の
基
準
を
示
さ
れ
た

い
。
資
料
要
求
の
回
答
に
よ
れ
ば

市
、
教
育
委
員
会
、
国
と
も
基
準

や
個
別
具
体
的
に
整
理
し
た
も
の

は
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
が
。

　
市
長
　
市
と
し
て
は
、
言
葉
の

受
け
取
り
手
に
配
慮
し
た
、
多
く

の
人
々
が
差
別
用
語
と
考
え
て
い

る
、
ま
た
は
差
別
用
語
と
考
え
る

お
そ
れ
の
あ
る
用
語
に
つ
い
て
は

使
用
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て

お
り
ま
す
が
、
差
別
用
語
の
基
準

や
差
別
用
語
を
個
別
具
体
的
に
整

理
し
た
も
の
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
問
　
図
書
館
の
職
員
に
20
年
の

長
期
勤
務
が
３
分
の
１
も
い
る
が

な
ぜ
か
。

　
総
務
部
長
　
一
般
事
務
の
職
と

し
て
雇
い
入
れ
を
行
っ
た
後
、
図

書
館
に
配
属
さ
れ
、
図
書
館
自
体

の
円
滑
な
経
営
を
行
っ
て
い
く
た

め
に
司
書
の
資
格
を
取
っ
て
、
そ

こ
で
長
期
在
職
に
至
っ
て
い
ま
す
。

市
長
の
差
別
用
語 

発
言
に
つ
い
て

　

白
川
哲
也
（
保
守
の
会
）

　
問
　
市
庁
舎
１
階
に
展
示
す
る

た
め
購
入
し
た
Ｖ
Ｗ
バ
ス
に
つ
い

て
、
議
会
で
予
算
計
上
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
か
。

　
財
務
部
長
　
飾
っ
た
と
こ
ろ
を

見
て
い
た
だ
く
と
い
う
と
こ
ろ
と
、

購
入
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
は
確

認
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
　
２
度
の
予
算
増
額
が
補
正

で
は
な
く
流
用
の
理
由
は
何
か
。

　
財
務
部
長
　
幾
度
か
相
手
方
と

交
渉
の
結
果
、
17
年
７
月
に
車
両

購
入
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
流

用
の
緊
急
性
と
い
う
定
義
で
予
算

の
内
容
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

　
問
　
議
会
で
採
決
し
た
予
算
を
、

議
会
が
確
認
で
き
な
い
中
で
、
採

決
と
は
違
う
使
わ
れ
方
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
財
務
部
長
　
流
用
に
つ
い
て
は

金
額
の
大
小
も
あ
り
、
内
容
も
多

岐
に
わ
た
り
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
ど
こ
の
範
囲
ま
で
を
議
会
に
提

出
す
る
か
に
つ
い
て
精
査
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

流
用
の
考
え
方 

に
つ
い
て
問
う

　

山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）

　
問
　
障
が
い
者
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
整
備
方
針
や
考
え
方
は
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
開
設
相
談
時
に
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
併
設
を
依
頼
し
、
他
の
施

設
整
備
の
相
談
時
に
市
内
に
な
い

単
独
型
や
通
所
施
設
併
設
型
の
提

案
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
の
施
設

整
備
補
助
の
実
施
も
検
討
し
ま
す
。

　
問
　
小
山
田
小
学
校
の
校
舎
北

側
の
山
の
斜
面
工
事
の
経
緯
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
14
年
度
に
緊

急
防
護
壁
を
設
置
し
、
17
年
度
に

補
強
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
18
年

３
月
に
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
解

除
に
向
け
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
問
　
市
街
化
調
整
区
域
の
下
水

処
理
に
ど
の
よ
う
な
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
か
、
課
題
は
何
か
。

　
山
田
副
市
長
　
下
水
道
整
備
の

要
望
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
課
題
は

接
続
意
思
が
あ
る
住
民
が
少
な
い

こ
と
で
、
そ
の
一
番
の
要
因
は
受

益
者
負
担
金
と
水
洗
便
所
改
造
経

費
が
発
生
す
る
こ
と
で
す
。

障
が
い
者
シ
ョ
ー 

ト
ス
テ
イ
整
備
を

　

木
目
田
英
男
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
市
民
税
課
の
年
度
初
め
の

公
課
・
評
価
証
明
書
発
行
で
長
時

間
の
待
ち
が
発
生
し
て
い
る
。
今

後
の
対
応
は
。

　
税
務
担
当
部
長
　
来
年
度
に
向

け
て
、
課
を
ま
た
い
だ
協
力
体
制
、

資
産
税
課
の
職
員
を
応
援
に
回
す

な
ど
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
混
雑
が
見
込
ま
れ
る

窓
口
情
報
を
広
報
な
ど
で
事
前
に

知
ら
せ
、
４
月
当
初
の
窓
口
で
の

待
ち
時
間
の
表
示
も
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
公
園
内
カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
民
設
民
営
施
設
が
ふ
え

て
き
て
い
る
。
町
田
市
の
対
応
は
。

　
市
長
　
こ
れ
か
ら
新
し
い
公
共

空
間
と
い
う
も
の
を
目
指
す
に
は
、

一
方
的
な
規
制
で
は
な
く
て
、
行

政
と
民
間
が
対
等
な
立
場
で
協
働

す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ

い
て
、
双
方
で
合
意
す
る
約
束
事

を
規
制
に
か
わ
る
新
し
い
ル
ー
ル

と
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う

ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

市
役
所
の
窓
口
対 

応
／
公
園
内
施
設

　

吉
田
つ
と
む
（
保
守
の
会
）

　
問
　
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
町

田
延
伸
に
先
行
し
て
、
２
０
２
７

年
開
通
と
い
う
小
田
急
多
摩
線
延

伸
の
開
業
時
期
で
間
違
い
な
い
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
今
回
の
覚

書
の
内
容
は
、
２
０
２
７
年
に
開

業
を
目
指
す
、
要
は
電
車
が
実
際

に
走
る
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
町
田
市
は
「
森
」
と
「
杜
」

の
双
方
を
施
策
な
ど
に
用
い
て
い

る
が
、
両
者
を
ど
の
よ
う
に
区
分

　

佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
国
保
税
の
賦
課
方
式
が
２

方
式
に
な
る
と
、
多
子
世
帯
に
は

ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
の
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
17
年
度
、

７
割
、
５
割
、
２
割
い
ず
れ
か
の

軽
減
に
該
当
し
た
世
帯
の
割
合
は
、

全
世
帯
の
43
・
86
％
で
す
。

　
問
　
小
・
中
学
校
の
校
外
行
事

に
か
か
る
バ
ス
借
り
上
げ
補
助
の

現
状
と
、
こ
れ
か
ら
の
公
費
補
助

の
削
減
予
定
を
問
う
。

　
学
校
教
育
部
長
　
バ
ス
を
借
り

し
て
分
類
し
て
い
る
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
公
園
の
緑

に
つ
い
て
自
然
の
ま
ま
に
生
か
し

て
い
く
も
の
を
「
森
」、
人
の
手

を
加
え
て
生
か
し
て
い
く
も
の
を

「
杜
」
と
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

　
市
長
　
そ
の
奥
に
行
っ
た
ら
違

う
世
界
に
入
る
、
洋
服
ダ
ン
ス
の

ド
ア
を
あ
け
て
向
こ
う
へ
行
っ
た

ら
違
う
世
界
に
行
く
と
い
う
ぐ
ら

い
の
、
神
秘
性
み
た
い
な
も
の
が

多
分
「
森
」
な
の
か
な
と
い
う
、

私
の
勝
手
な
解
釈
で
あ
り
ま
す
。

上
げ
て
社
会
科
見
学
を
実
施
し
た

学
校
は
29
校
で
、
１
人
当
た
り
の

平
均
負
担
額
は
２
０
３
６
円
で
す
。

移
動
教
室
へ
の
補
助
金
は
16
年
度

か
ら
段
階
的
に
削
減
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
市
民
の
学
び
を
支
援
し
て

き
た
社
会
教
育
関
係
事
業
講
師
派

遣
制
度
の
廃
止
理
由
は
何
か
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
申
請
が
10
年

前
と
の
比
較
で
、
半
分
以
下
に
減

り
、
同
じ
団
体
が
受
け
て
い
る
リ

ピ
ー
ト
率
の
高
さ
な
ど
を
含
め
て

見
直
し
を
し
た
も
の
で
す
。

「
森
」
と
「
杜
」 

の
町
田
市
の
区
分

国
保
税
の
多
子
世 

帯
均
等
割
軽
減
を

　

三
遊
亭
ら
ん
丈（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
横
須
賀
市
で
実
施
し
て
い

る
終
活
情
報
登
録
伝
達
事
業
を
、

町
田
市
で
も
導
入
し
て
、
終
活
ノ

ー
ト
を
確
実
に
生
か
せ
る
体
制
を

整
え
て
は
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
横
須
賀

市
で
の
問
題
点
や
課
題
、
他
市
の

動
向
を
注
視
し
、
実
施
の
可
否
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
中
心
市
街
地
で
の
滞
留
時

間
を
ふ
や
す
た
め
に
も
、
椅
子
を

増
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
山
田
副
市
長
　
道
路
空
間
を
活

用
し
た
社
会
実
験
を
行
い
、
検
証

を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
心
市
街
地

活
性
化
協
議
会
を
中
心
に
、
地
元

の
皆
様
と
議
論
し
検
討
し
ま
す
。

　
問
　
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
活
用
し

て
、
町
田
市
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
。

　
下
水
道
部
長
　
マ
ン
ホ
ー
ル
カ

ー
ド
の
導
入
は
、
新
し
い
デ
ザ
イ

ン
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
製
作
後
、

検
討
予
定
で
す
。
今
後
、
他
自
治

体
の
動
向
や
広
告
事
業
の
収
益
や

効
果
な
ど
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

終
活
情
報
登
録
伝 

達
事
業
の
導
入
を

　

細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
解
消

の
た
め
介
護
保
険
事
業
計
画
第
７

期
の
増
設
、
改
修
の
予
定
を
問
う
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
第
７
期

で
新
設
は
な
い
で
す
が
、
秋
に
は

１
施
設
、
90
床
分
開
設
し
ま
す
。

老
朽
化
し
た
特
養
の
改
修
は
、
計

画
段
階
で
す
が
１
件
相
談
も
受
け

て
い
ま
す
。

　
問
　
高
齢
者
の
指
定
収
集
袋
の

各
戸
配
付
は
来
年
度
も
継
続
す
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
今
の
と

こ
ろ
、
来
年
以
降
も
続
け
て
い
く

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
良
質
な
放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
が
存
続
で
き
る
よ
う
に
４

月
の
区
分
判
定
を
修
正
す
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
適
切
な
運
営

が
維
持
で
き
る
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安
心
で
き
る
福
祉 

介
護
を
求
め
て

市庁舎１階に展示されている
フォルクスワーゲン（VW）バス

用語の解説 本文中の青文字の解説です

◎フレイル� 【２面】
　高齢になることで筋力や精神面が衰える状態を
さすことば。

◎ＲＰＡ� 【２面】
　人口知能などの認知技術を活用したソフトウェ
アロボットにより、ビジネスプロセスにおいて、
これまで人間のみが対応可能とされてきた作業を、
自動化・効率化する取り組みのこと。

◎スケアードストレート� 【３面】
　恐怖を実感することで、それにつながる危険行
為を未然に防ぐ教育手法のこと。

◎シェアリングエコノミー� 【３面】
　典型的には個人が保有する遊休資産（スキルの
ような無形のものも含む）の貸出しを仲介するサ
ービスであり、貸主は遊休資産の活用による収入、
借主は所有することなく利用できるというメリッ
トがある。


